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川崎医療短期大学紀要投稿規定
1 . 名 称　　和文名は川崎医療短期大学紀要とし，英文名はBULLETIN OF KAWASAKI COLLEGE OF ALLIED HEALTH 
PROFESSIONSとする．
2 . 発 行　　年 1 回12月とする．
3 . 投稿資格者　　 1 ） 筆頭著者は川崎医療短期大学の専任教職員又は元専任教職員に限る．
2 ） 編集委員会から執筆を依頼された者は上記の限りでない．
4 . 投稿の内容　　投稿論文は未発表のものとし，和文又は英文とする．




7 . 掲 載 料　　 1 ） 刷り上がり 6 頁以内は無料とし，超過分については著者がその実費を負担する．
2 ） 色刷りの場合は，著者がその実費を負担する．
3 ） 掲載論文の別刷は50部まで無料とし，超過分については著者が負担する．
8 . 原稿の提出　　提出期日は 7 月末とし，指定の「投稿カード」に必要事項を記入の上，原稿と共に各学科の編集委員を通じて
編集委員長へ提出する．原稿の受理日は，それが編集委員会で採択された日とする．







本紀要の論文は「NII論文情報ナビゲータ：CiNii」にデータ登録され，http : //ci.nii.ac.jp/ にて公開される．
13. そ　の　他　　この規定の改訂は，編集委員会の議を経て教授会で決定される．
　　　附　則




　この規定は，平成25年 4 月 1 日から施行する．
　　　附　則
　この規定は，平成26年 4 月 1 日から施行する．
執 筆 要 領
1 . 原稿の体裁および内容
1 ） 和文：原稿は，手書き，ワープロのいずれでもよい．手書きの場合は原稿用紙を使用し，黒色のペン字で楷書とする．ワー
プロを使用する場合には，Ａ 4 版の用紙を使い， 1 行40文字20行の体裁で仕上げる．
2 ） 英文：原稿はＡ 4 版の用紙を使い，ダブルスペースでタイプする．
3 ） なお，ワープロを使用した場合は，和文，英文とも，プリントアウトした原稿とともに，フロッピィディスク（表に筆頭者
の氏名・機種・ソフト名を明記のこと）を同時に提出すること．データの形式は，できるかぎりテキスト形式で提出する．
4 ） 原稿は，原則として刷り上がり 6 頁以内とする．和文の場合は文章のみで11,000文字程度．
5 ） 文献の数は必要最小限にとどめる．
6 ） 原稿添付の図，表，写真の大きさは台紙を含めて40×30㎝以内とする．










受 理 年 月 日：（空けておく）
英文タイトル：A Review of Word-Building System for Medical Terminology
英 文 氏 名：Noriko KAWASAKI1， Hisayo MATSUSHIMA2， Hanako YAMADA2 and Taro MATSUSHIMA3
英 文 所 属：1Department of General Education， Kawasaki College of Allied Health Professions
2Department of Medical Secretarial Studies， Kawasaki College of Allied Health Professions
3Department of Internal Medicine， Kawasaki Medical School
キ ー ワ ー ド：語幹，医学用語，接頭辞（ 5 語以内とする）
ランニングタイトル：医学用語の構成（ランニングタイトルは簡潔に；24字以内とする．）
3 . 概要（第 2 ページに記載）
　論文が和文の場合は和文で400字以内，英文の場合は英文で250語以内にまとめる．この概要は，本文と切り離しても内容が分か
るように書くこと．























1 ） 図・表は，そのまま印刷できる鮮明なものを 1 図 1 表ずつ別紙に作成し，提出する．











は原則として Index Medicus に従う．
（例）
雑誌
1 ） Ford LE, Huxley AF and Simmons RM : Tension transients during the rise of tetanic tension in frog muscle fibres, 
J．Physiol．372：595―609，1986．
2 ） 松島次郎：川崎医療短期大学におけるこれからの教育，川崎医療短期大学紀要 7 ：51―64，1991．
単行本
1 ） Brock S and Krieger HP : The Basis of Clinical Neurology, 8 th ed, Baltimore : Williams and Wilkins, pp. 53―85，
1963．
2 ） 小川耕三：脳の解剖学，東京：南山堂，pp. 94―130，1965．















1 ） 松島次郎：川崎医療短期大学におけるこれからの教育，川崎医療短期大学紀要 7 ：511，1991．
8 . その他
　論文が和文の場合，250語以内の英文の概要（summary）を付けてもよい．
